
平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
提
出

質

問

第

一

八

〇

号

第
一
六
六
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た
労
働
契
約
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

細

川

律

夫

180



第
一
六
六
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た
労
働
契
約
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
一
六
六
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た
労
働
契
約
法
案
に
関
し
て
お
尋
ね
す
る
。

一

第
一
条
（
目
的
）
に
つ
い
て

第
一
六
六
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た
労
働
契
約
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
）
の
第
一
条
の
文
言
と
、
労
働
政
策
審
議

会
労
働
条
件
分
科
会
の
平
成
一
九
年
二
月
二
日
付
厚
生
労
働
大
臣
宛
答
申
の
対
象
と
さ
れ
た
労
働
契
約
法
案
要
綱
（
以
下

「
法
案
要
綱
」
と
い
う
）
の
第
一
の
文
言
と
を
対
比
し
た
と
き
、
次
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
相
違
が
あ
る
。

【
法
案
要
綱
】

第
一

目
的

こ
の
法
律
は
、
労
働
契
約
の
成
立
及
び
変
更
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
及
び
使

用
者
が
円
滑
に
労
働
契
約
の
内
容
を
自
主
的
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
保
護
を

図
り
、
も
っ
て
個
別
の
労
働
関
係
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

【
法
案
】

（
目
的
）

一



第
一
条

こ
の
法
律
は
、
労
働
者
及
び
使
用
者
の
自
主
的
な
交
渉
の
下
で
、
労
働
契
約
が
合
意
に
よ
り
成
立
し
、
又
は
変

更
さ
れ
る
と
い
う
合
意
の
原
則
及
び
労
働
契
約
と
就
業
規
則
と
の
関
係
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
合
理
的
な
労
働
条

件
の
決
定
又
は
変
更
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
労
働
者
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
個
別
の
労
働

関
係
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
こ
で
、
法
案
第
一
条
の
趣
旨
と
意
味
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
の
�
な
い
し
�
の
と
お
り
質
問
す
る
。

�

法
案
の
第
一
条
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
と
法
案
要
綱
の
第
一
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
と
は
同
一

か
。

�

（
前
掲
�
項
に
関
し
て
「
意
味
内
容
が
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
な
ら
）
な
ぜ
、
法
案
要
綱
の
文
言
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

�

法
案
第
一
条
の
文
言
に
関
し
て
、
「
合
意
の
原
則
」
と
「
労
働
契
約
と
就
業
規
則
の
関
係
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
労

働
契
約
の
内
容
が
「
合
意
の
原
則
」
に
基
づ
か
ず
に
決
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
の
解
釈
（
具
体
的
に
は
、
�
「
合
意
の

原
則
」
と
「
労
働
契
約
と
就
業
規
則
の
関
係
」
と
は
並
列
・
対
等
な
関
係
に
あ
る
、
又
は
、
�
「
労
働
契
約
と
就
業
規
則

の
関
係
」
に
つ
い
て
は
「
合
意
の
原
則
」
に
含
ま
れ
な
い
、
又
は
、
�
「
労
働
契
約
と
就
業
規
則
の
関
係
」
に
つ
い
て
は

二



「
合
意
の
原
則
」
に
含
ま
れ
な
い
場
合
が
あ
る
等
の
解
釈
）
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
か
。

�

日
本
の
法
律
の
中
に
、
契
約
内
容
が
法
律
、
労
働
協
約
、
就
業
規
則
の
最
低
基
準
効
、
又
は
、
当
事
者
間
の
合
意
の
い

ず
れ
に
も
基
づ
か
ず
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
は
、
存
在
す
る
か
。
存
在
す
る
な
ら
ば
、
当
該
条
文
を
摘
示

さ
れ
た
い
。

�

日
本
の
大
学
教
員
で
あ
る
か
又
は
大
学
教
員
で
あ
っ
た
民
法
学
者
の
著
作
の
中
に
、
契
約
の
内
容
が
法
律
、
労
働
協

約
、
就
業
規
則
の
最
低
基
準
効
、
又
は
、
当
事
者
間
の
合
意
の
い
ず
れ
に
も
基
づ
か
ず
に
決
定
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と

を
肯
定
す
る
も
の
は
、
存
在
す
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
著
者
名
、
著
作
名
、
該
当
箇
所
を
摘
示
さ
れ
た
い
。

�

法
案
第
一
条
の
全
体
の
趣
旨
に
関
し
て
、
「
従
来
、
日
本
の
契
約
制
度
に
お
い
て
は
、
『
合
意
原
則
』
が
支
配
し
、

『
契
約
内
容
が
法
律
、
労
働
協
約
、
就
業
規
則
の
最
低
基
準
効
、
又
は
、
当
事
者
間
の
合
意
の
い
ず
れ
に
も
基
づ
か
ず
に

決
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
』
と
の
考
え
方
を
と
っ
て
き
た
が
、
労
働
契
約
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
労
働
契
約
に
関
し
て
は

『
合
意
原
則
』
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
労
働
契
約
法
に
『
労
働
契
約
と
就
業
規
則
と
の
関
係
』
に
関
す
る
条
項
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
契
約
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
使
用
者
が
、
労
働
者
の
合
意
を
得
る
こ
と
な
く
一
方
的
に
制
定
す
る
就

業
規
則
に
よ
っ
て
、
労
働
契
約
内
容
を
一
方
的
に
決
定
す
る
こ
と
を
、
法
律
に
よ
っ
て
可
能
と
し
た
。
」
と
解
釈
さ
れ
る

三



可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

二

第
四
条
（
労
働
契
約
の
内
容
の
理
解
の
促
進
）
に
つ
い
て

法
案
第
四
条
の
文
言
と
法
案
要
綱
第
三
の
二
の
文
言
と
を
対
比
し
た
と
き
、
次
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
相
違
が
あ
る
。

【
法
案
要
綱
】

第
三

労
働
契
約
に
関
す
る
原
則
等

二

使
用
者
は
、
労
働
者
に
提
示
す
る
労
働
条
件
及
び
締
結
さ
れ
た
労
働
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
理
解
を

深
め
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

【
法
案
】

（
労
働
契
約
の
内
容
の
理
解
の
促
進
）

第
四
条

使
用
者
は
、
労
働
者
に
提
示
す
る
労
働
条
件
及
び
締
結
し
、
又
は
変
更
し
た
後
の
労
働
契
約
の
内
容
に
つ
い

て
、
労
働
者
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
こ
で
、
法
案
第
四
条
の
趣
旨
と
意
味
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
の
�
な
い
し
�
の
と
お
り
質
問
す
る
。

�

法
案
第
四
条
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
と
法
案
要
綱
第
三
の
二
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
と
は
同
一

四



か
。

�

（
前
掲
�
項
の
質
問
に
関
し
て
、
「
意
味
内
容
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
）
な
ぜ
、
法
案
第
四
条
に

「
又
は
変
更
し
た
後
の
」
と
い
う
文
言
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

�

法
案
要
綱
第
三
の
二
に
あ
る
「
締
結
さ
れ
た
労
働
契
約
の
内
容
」
と
の
文
言
の
意
味
内
容
は
、
「
使
用
者
と
労
働
者
の

意
思
の
合
致
（
黙
示
の
合
意
も
含
む
）
の
あ
っ
た
労
働
契
約
の
内
容
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。

�

法
案
第
四
条
に
あ
る
「
変
更
し
た
後
の
労
働
契
約
の
内
容
」
と
の
文
言
の
意
味
内
容
に
関
し
て
、
「
使
用
者
と
労
働
者

の
意
思
の
合
致
（
黙
示
の
合
意
も
含
む
）
の
あ
っ
た
労
働
契
約
の
内
容
」
だ
け
に
限
定
さ
れ
ず
、
「
使
用
者
と
労
働
者
と

の
間
で
意
思
の
合
致
が
な
く
、
使
用
者
が
一
方
的
に
契
約
内
容
を
変
更
し
た
場
合
に
お
け
る
、
変
更
後
の
労
働
契
約
の
内

容
」
を
も
含
む
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
か
。

�

（
前
掲
�
項
の
質
問
に
関
し
て
、
法
案
に
あ
る
「
変
更
し
た
後
の
労
働
契
約
の
内
容
」
と
の
文
言
の
意
味
内
容
に
関
し

て
、
「
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
で
意
思
の
合
致
が
な
く
、
使
用
者
が
一
方
的
に
労
働
契
約
内
容
を
変
更
し
た
場
合
に
お

け
る
、
変
更
後
の
労
働
契
約
の
内
容
を
も
含
む
趣
旨
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
）
労
働
政
策
審
議
会
の
答
申
し
た

法
案
要
綱
の
内
容
と
異
な
る
内
容
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
理
由
、
必
要
性
は
何
か
。

五



�

法
案
第
四
条
の
全
体
の
趣
旨
に
関
し
て
、
「
使
用
者
は
、
労
働
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
な
く
、
一
方
的
に
就
業
規
則
変

更
に
よ
っ
て
労
働
条
件
変
更
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
労
働
条
件
変
更
を
し
た
後
に
労
働
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
す
れ
ば
足
り
る
。
そ
れ
な
る
が
故
に
、
法
案
第
四
条
で
は
『
使
用
者
は
、
…
…
…
…
変
更
し
た
後
の
労
働
契
約
の
内
容

に
つ
い
て
、
労
働
者
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。
』
と
の
条
文
が
設
け
ら
れ
た
。
」
と
解
釈
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

三

第
五
条
（
労
働
者
の
安
全
へ
の
配
慮
）
に
つ
い
て

法
案
第
五
条
の
文
言
と
法
案
要
綱
第
三
の
五
の
文
言
と
を
対
比
し
た
と
き
、
次
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
相
違
が
あ
る
。

【
法
案
要
綱
】

第
三

労
働
契
約
に
関
す
る
原
則
等

五

使
用
者
は
、
労
働
者
が
そ
の
生
命
、
身
体
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
労
働
契
約

に
伴
い
必
要
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

【
法
案
】

（
労
働
者
の
安
全
へ
の
配
慮
）

六



第
五
条

使
用
者
は
、
労
働
契
約
に
よ
り
、
労
働
者
が
そ
の
生
命
、
身
体
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労
働
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
こ
で
、
法
案
第
五
条
の
趣
旨
と
意
味
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
の
�
な
い
し
�
の
と
お
り
質
問
す
る
。

�

法
案
第
五
条
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
と
法
案
要
綱
第
三
の
五
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
と
は
同
一

か
。

�

（
前
掲
�
項
の
質
問
に
関
し
て
、
「
意
味
内
容
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
）
な
ぜ
、
法
案
第
五
条
の
文

言
を
「
労
働
契
約
に
よ
り
」
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

�

法
案
要
綱
の
「
労
働
契
約
に
伴
い
」
と
い
う
文
言
の
意
味
内
容
は
、
「
使
用
者
と
労
働
者
の
間
で
労
働
契
約
が
締
結
さ

れ
る
際
に
安
全
へ
の
配
慮
に
関
す
る
合
意
が
存
在
し
な
か
っ
た
り
、
契
約
書
等
に
安
全
へ
の
配
慮
に
関
す
る
明
文
規
定
が

存
在
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
使
用
者
と
労
働
者
で
の
労
働
契
約
の
締
結
そ
れ
自
体
を
原
因
と
し
て
、
使
用
者
は
労
働

契
約
に
伴
う
信
義
則
上
の
義
務
（
民
法
第
一
条
二
項
）
と
し
て
安
全
へ
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
」
と
解
さ
れ
る
が
、

い
か
が
か
。

�

法
案
第
五
条
の
「
労
働
契
約
に
よ
り
」
と
い
う
文
言
の
意
味
内
容
に
関
し
て
、
「
使
用
者
が
安
全
へ
の
配
慮
を
す
る
べ

七



き
根
拠
」
に
関
し
て
、
「
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
の
締
結
」
だ
け
で
は
足
り
ず
、
「
配
慮
に
関
す
る
労
働

契
約
上
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
か
。

�

（
前
掲
�
項
の
質
問
に
関
し
て
、
「
法
案
の
「
労
働
契
約
に
よ
り
」
と
い
う
文
言
は
「
使
用
者
が
安
全
へ
の
配
慮
を
す

る
べ
き
根
拠
」
と
し
て
「
安
全
へ
の
配
慮
に
関
す
る
労
働
契
約
上
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
」
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
）
労
働
政
策
審
議
会
の
答
申
し
た
法
案
要
綱
の
内
容
と
異
な
る
内
容
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
理
由
、
必
要
性
は

何
か
。

�

法
案
第
五
条
の
全
体
の
趣
旨
に
関
し
て
、
「
労
働
契
約
法
に
基
づ
き
使
用
者
が
、
労
働
者
が
そ
の
生
命
、
身
体
等
の
安

全
を
確
保
し
つ
つ
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
配
慮
を
す
る
義
務
を
負
う
の
は
、
労
働
契
約
上
に
当
該
配
慮

に
関
す
る
当
事
者
間
の
合
意
が
存
在
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
」
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

四

第
七
条
（
労
働
契
約
の
内
容
と
就
業
規
則
と
の
関
係
）
に
つ
い
て

法
案
第
七
条
の
文
言
と
法
案
要
綱
第
四
の
一
�
の
文
言
と
を
対
比
し
た
と
き
、
次
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
相
違
が
あ

る
。

【
法
案
要
綱
】

八



第
四

労
働
契
約
の
成
立
及
び
変
更

一

労
働
契
約
の
成
立

�

使
用
者
が
合
理
的
な
労
働
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
て
い
た
場
合
に
は
、
労

働
契
約
の
内
容
は
、
そ
の
就
業
規
則
の
労
働
条
件
に
よ
る
も
の
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
労
働
契
約

に
お
い
て
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
就
業
規
則
の
内
容
と
異
な
る
労
働
条
件
を
合
意
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
三

�
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

【
法
案
】

（
労
働
契
約
の
内
容
と
就
業
規
則
と
の
関
係
）

第
七
条

使
用
者
が
合
理
的
な
労
働
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
た
場
合
に
は
、
労
働
契

約
の
内
容
は
、
そ
の
就
業
規
則
で
定
め
る
労
働
条
件
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働
者

及
び
使
用
者
が
就
業
規
則
の
内
容
と
異
な
る
労
働
条
件
を
合
意
し
て
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
に
該
当
す
る

場
合
を
除
き
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

そ
こ
で
、
法
案
第
七
条
の
趣
旨
と
意
味
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
の
�
な
い
し
�
の
と
お
り
質
問
す
る
。

九



�

法
案
第
七
条
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
と
法
案
要
綱
第
四
の
一
�
の
傍
線
部
分
の
文
言
の
意
味
内
容
は
同
一

か
。

�

（
前
掲
�
項
の
質
問
に
関
し
て
、
「
意
味
内
容
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
）
な
ぜ
、
法
案
第
七
条
の
文

言
を
「
周
知
さ
せ
た
」
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

�

法
案
要
綱
に
あ
る
「
周
知
さ
せ
て
い
た
場
合
」
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
「
既
に
就
業
規
則
が
存
在
し
て
お
り
、
既
に

こ
れ
が
周
知
さ
れ
て
い
た
場
合
」
を
意
味
し
、
「
新
た
に
就
業
規
則
が
制
定
さ
れ
て
こ
れ
の
周
知
が
な
さ
れ
た
場
合
」
に

つ
い
て
は
含
ま
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

�

法
案
第
七
条
に
あ
る
「
周
知
さ
せ
た
場
合
」
の
意
味
内
容
に
関
し
て
、
「
既
に
就
業
規
則
が
存
在
し
て
既
に
こ
れ
が
周

知
さ
れ
て
い
た
場
合
」
に
限
定
さ
れ
ず
、
「
新
た
に
就
業
規
則
が
制
定
さ
れ
て
こ
れ
の
周
知
が
な
さ
れ
た
場
合
」
を
も
含

む
趣
旨
で
あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
か
。

�

（
前
掲
�
項
に
関
し
て
、
法
案
の
「
周
知
さ
せ
た
場
合
」
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
「
新
た
に
就
業
規
則
が
制
定
さ
れ

て
こ
れ
の
周
知
が
な
さ
れ
た
場
合
を
も
含
む
趣
旨
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
）
労
働
政
策
審
議
会
の
答
申
し
た
法
案

要
綱
の
内
容
と
異
な
る
内
容
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
理
由
、
必
要
性
は
何
か
。

一
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�

こ
れ
ま
で
に
就
業
規
則
に
関
す
る
判
例
が
多
数
集
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
判
例
が
対
象
と
し
て
い
る
事
案

は
、
す
べ
て
、
就
業
規
則
が
既
に
存
在
し
て
い
る
事
業
場
に
お
い
て
、
就
業
規
則
が
変
更
さ
れ
た
か
、
又
は
、
就
業
規
則

の
性
質
を
持
つ
新
た
な
規
則
が
制
定
さ
れ
た
事
案
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
過
去
の
判
例
の
中
に
、
就
業
規
則
が
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
事
業
場
に
お
い
て
新
た
に
就
業
規
則
が
制
定
さ
れ
こ
の
新
た
に
制
定
さ
れ
た
就
業
規
則
の
定
め
る
労
働
条
件

が
従
来
の
労
働
条
件
を
不
利
益
に
変
更
す
る
事
案
に
関
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
、
か
か
る
判
例

が
存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
摘
示
さ
れ
た
い
。

�

法
案
第
七
条
の
全
体
の
趣
旨
に
関
し
て
、
「
労
働
者
数
が
十
人
未
満
で
あ
っ
て
就
業
規
則
作
成
義
務
が
な
く
就
業
規
則

が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
業
場
に
お
い
て
、
使
用
者
は
、
従
前
の
労
働
契
約
が
定
め
る
労
働
条
件
を
切
り
下
げ
る
た

め
に
、
新
た
に
就
業
規
則
を
制
定
し
て
こ
れ
を
周
知
さ
せ
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
、
新
た
に
制
定
さ
れ

た
就
業
規
則
が
合
理
的
な
労
働
条
件
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
従
前
の
労
働
契
約
の
内
容
は
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た

就
業
規
則
の
定
め
る
労
働
条
件
に
変
更
さ
れ
る
。
労
働
者
数
が
十
人
以
上
で
あ
り
、
就
業
規
則
作
成
義
務
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
就
業
規
則
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
事
業
場
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
」
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

一
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五

第
十
四
条
（
出
向
）
に
つ
い
て

法
案
第
十
四
条
二
項
に
は
、
「
前
項
の
『
出
向
』
と
は
、
使
用
者
が
、
そ
の
使
用
す
る
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
に
基

づ
く
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
、
第
三
者
が
当
該
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
及
び
当
該
第
三
者
が
当
該
労
働
者
に
対
し
て
負
う

こ
と
と
な
る
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
定
め
る
契
約
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
『
出
向
契
約
』
と
い
う
。
）
を
第
三
者
と
の
間

で
締
結
し
、
労
働
者
が
、
当
該
出
向
契
約
に
基
づ
き
、
当
該
使
用
者
と
の
間
の
労
働
契
約
に
基
づ
く
関
係
を
継
続
し
つ
つ
、

当
該
第
三
者
と
の
間
の
労
働
契
約
に
基
づ
く
関
係
の
下
に
、
当
該
第
三
者
に
使
用
さ
れ
て
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
を
い

う
。
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
条
項
の
趣
旨
と
意
味
内
容
に
関
し
て
、
以
下
の
�
な
い
し
�
の
と
お
り
質
問
す
る
。

�

従
来
の
労
働
法
学
説
及
び
判
例
が
扱
っ
て
き
た
「
出
向
」
の
概
念
に
お
い
て
は
、
出
向
元
が
業
と
し
て
第
三
者
に
労
働

者
を
出
向
さ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
労
働
者
を
出
向
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
出
向
元
が
出
向
先
か
ら
経
済
的
利
益
を
得
る

こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

�

法
案
の
「
出
向
」
の
定
義
で
は
、
出
向
の
概
念
と
し
て
、
出
向
元
が
業
と
し
て
第
三
者
に
労
働
者
を
出
向
さ
せ
る
こ
と

を
含
む
と
解
さ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

�

法
案
第
十
四
条
二
項
と
職
業
安
定
法
と
の
関
係
に
関
し
て
、
「
法
案
第
十
四
条
二
項
の
定
め
る
『
出
向
』
の
定
義
と
、

一
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職
業
安
定
法
第
四
条
六
項
の
定
め
る
『
労
働
者
供
給
』
の
定
義
（
供
給
契
約
に
基
づ
い
て
労
働
者
を
他
人
の
指
揮
命
令
を

受
け
て
労
働
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
、
労
働
者
派
遣
法
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
に
該
当
す
る
も
の
を
含
ま
な
い
）

と
は
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
法
案
第
十
四
条
二
項
の
定
め
る
『
出
向
』
の
中
に
は
、
そ
れ
が
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
総
て
が
職
業
安
定
法
第
四
条
六
項
の
『
労
働
者
供
給
』
に
該
当
せ
ず
、
同
法
第
四
十
四
条
に
よ
る

禁
止
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
」
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

�

法
案
第
十
四
条
二
項
で
い
う
「
（
労
働
者
と
）
当
該
第
三
者
と
の
間
の
労
働
契
約
」
に
関
し
て
、
そ
の
成
立
要
件
が
法

文
上
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
（
労
働
者
と
）
当
該
第
三
者
と
の
間
の
労
働
契
約
」
な
る
も
の
は
、
労
働
者
と
当

該
第
三
者
と
の
間
で
の
労
働
契
約
締
結
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
労
働
者
と
当
該
第
三
者
と
の
間

で
労
働
契
約
を
締
結
さ
せ
る
合
意
が
な
く
と
も
、
「
（
労
働
者
と
）
当
該
第
三
者
と
の
間
の
労
働
契
約
」
が
成
立
す
る
の

か
。

�

（
前
掲
�
項
に
関
し
て
、
も
し
も
仮
に
、
労
働
者
と
当
該
第
三
者
と
の
間
で
労
働
契
約
を
締
結
さ
せ
る
合
意
が
な
く
と

も
、
「
当
該
第
三
者
と
の
間
の
労
働
契
約
」
が
成
立
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
）
か
か
る
契
約
の

成
立
原
因
は
何
か
。

一
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�

労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
は
、
「
在
籍
出
向
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

�

出
向
を
巡
る
判
例
の
中
に
、
法
案
第
十
四
条
二
項
の
規
定
と
同
様
の
「
出
向
」
の
定
義
を
行
っ
た
例
は
あ
る
か
。
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
摘
示
さ
れ
た
い
。

�

出
向
を
巡
る
学
説
の
中
に
、
法
案
第
十
四
条
二
項
の
規
定
と
同
様
の
「
出
向
」
の
定
義
を
行
っ
た
例
は
あ
る
か
。
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
摘
示
さ
れ
た
い
。

�

今
日
、
客
観
的
に
は
労
働
者
派
遣
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
派
遣
法
に
よ
る
規
制
を
免
れ
る
た
め
、
請
負
や

業
務
委
託
を
装
う
『
偽
装
請
負
』
『
偽
装
委
託
』
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
法
案
第
十
四
条
二
項

は
、
『
偽
装
請
負
』
『
偽
装
委
託
』
以
外
に
新
た
に
『
偽
装
出
向
』
の
手
口
を
広
め
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

か
か
る
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
、
出
向
の
定
義
の
中
に
「
業
と
し
て
行
う
も
の
を
除
く
」
旨
を
明
記
す
る

必
要
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
案
第
十
四
条
二
項
に
「
業
と
し
て
行
う
も
の
を
除
く
」
と
の
文
言
を
入
れ
て
い
な

い
理
由
は
何
か
。

六

第
十
七
条
（
「
第
四
章

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
」
関
係
）
に
つ
い
て

一
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法
案
第
十
七
条
の
文
言
と
民
法
第
六
百
二
十
八
条
の
文
言
と
を
対
比
し
た
と
き
、
次
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
相
違
が
あ

る
。

【
民
法
】

（
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る
雇
用
の
解
除
）

第
六
百
二
十
八
条

当
事
者
が
雇
用
の
期
間
を
定
め
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
各
当

事
者
は
、
直
ち
に
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
由
が
当
事
者
の
一
方
の
過
失

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
相
手
方
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

【
法
案
】

第
十
七
条

使
用
者
は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
契
約

期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
法
案
第
十
七
条
の
趣
旨
と
意
味
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
の
�
な
い
し
�
の
と
お
り
質
問
す
る
。

�

雇
用
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
た
労
働
者
を
使
用
者
が
雇
用
期
間
途
中
で
解
雇
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
民
法
第
六
百
二
十
八
条
の
傍
線
部
分
の
意
味
内
容
と
法
案
第
十
七
条
の
意
味
内
容
と
は
同
一
か
。

一
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�

（
前
掲
�
項
に
関
し
て
、
意
味
内
容
が
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
）
な
ぜ
、
敢
え
て
、
法
案
第
十
七
条
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

�

民
法
第
六
百
二
十
八
条
に
基
づ
き
使
用
者
が
雇
用
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
者
を
期
間
途
中
で
解
雇
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
条
文
に
あ
る
「
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
法
的
効
果
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
の
は
使
用
者
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
法
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
要
件
た
る
「
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
は
使
用
者

が
負
う
と
解
さ
れ
る
が
如
何
か
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
証
明
責
任
と
は
、
訴
訟
手
続
で
当
事
者
が
裁
判
所
に
証
拠
を
提
出

す
る
責
任
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
裁
判
官
が
グ
レ
ー
（
存
否
不
明
）
の
心
証
形
成
の
場

合
に
お
い
て
当
事
者
が
受
け
る
敗
訴
の
危
険
や
負
担
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

�

法
案
第
十
七
条
に
基
づ
き
使
用
者
が
雇
用
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
者
を
期
間
途
中
で
解
雇
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
条

文
に
あ
る
「
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
法
的
効
果
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
の
は
労
働
者
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
法
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
「
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
証
明
責
任
を
負
う
の
は
労
働
者
で

あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
か
。

�

（
前
掲
�
項
に
関
し
て
、
「
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
証
明
責
任
を
負
う
の
は
労
働
者
で
あ
る
と
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の
解
釈
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
）
法
案
第
十
七
条
は
民
法
第
六
百
二
十
八
条
の
特
例
を
定
め
、
証
明
責
任
分
配
を
労
働
者
に

不
利
に
逆
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
か
。

�

民
法
第
六
百
二
十
八
条
の
法
的
性
質
に
関
し
て
、
判
例
学
説
の
一
部
に
は
、
使
用
者
側
か
ら
の
契
約
解
除
及
び
労
働
者

側
か
ら
の
契
約
解
除
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
任
意
規
定
（
当
事
者
間
の
契
約
で
法
律
の
規
定
と
は
異
な
る
別
の
内
容
の
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
が
可
能
な
法

律
上
の
規
定
）
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。

民
法
第
六
百
二
十
八
条
に
関
す
る
か
か
る
解
釈
の
余
地
を
排
除
し
、
民
法
の
特
例
法
た
る
労
働
契
約
法
に
よ
っ
て
、
使

用
者
か
ら
の
契
約
解
除
（
解
雇
）
に
つ
い
て
は
強
行
法
規
（
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
っ
て
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
法
律
上
の
規
定
）
で
あ
る
こ
と
を
条
文
上
明
快
に
定
め
、
か
つ
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
の
存
在
に
つ
い
て
使
用
者

が
証
明
責
任
を
負
う
こ
と
に
つ
い
て
も
条
文
上
明
快
に
定
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
文
は
「
使
用
者
は
、
期
間
の
定
め
の
あ

る
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
そ
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
趣
旨
が
明
快
な
条
文
を
採
用
せ
ず
、
任
意
規
定
か
強
行
法
規
か
が
曖
昧
で
あ
り
、
ま
た
、
証
明
責
任
分
配
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に
疑
義
の
あ
る
条
文
を
敢
え
て
採
用
し
た
理
由
は
何
か
。

七

法
案
の
全
体
の
構
造
に
つ
い
て

�

使
用
者
の
労
働
契
約
上
の
権
利
に
関
し
て
、
使
用
者
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
民
法
第
一
条
三
項
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
法
案
の
第
十
四
条
一
項
（
出
向
）
、
第
十
五
条
（
懲
戒
）
に
関
す
る
権
利

濫
用
無
効
の
条
項
は
、
民
法
第
一
条
三
項
に
よ
る
従
前
の
規
制
に
新
た
に
何
ら
か
の
規
制
を
加
え
た
も
の
で
は
な
く
、
従

前
の
民
法
第
一
条
三
項
に
基
づ
く
規
制
の
内
容
を
具
体
的
に
再
確
認
し
、
使
用
者
に
注
意
を
喚
起
す
る
条
項
に
す
ぎ
な
い

と
解
さ
せ
る
が
、
か
か
る
解
釈
で
宜
し
い
か
。

�

法
案
の
中
に
、
使
用
者
の
労
働
契
約
上
の
権
利
の
発
生
又
は
行
使
を
規
制
す
る
条
項
は
、
権
利
濫
用
に
関
す
る
条
項
以

外
に
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。
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